
 
 

 

一 

 
 

 

社
会
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案 

 

社
会
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
修
正
す
る
。 

 

第
二
条
の
う
ち
社
会
福
祉
法
第
六
章
中
第
四
節
を
第
六
節
と
し
、
同
節
の
次
に
一
節
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
五
十
五

条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
第
十
一
項
」
を
「
第
十
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
三
号
中
「
第
五
項
」
を
「
第
六
項
」

に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
五
項
及
び
第
九
項
第
一
号
」
を
「
第
六
項
及
び
第
十
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
第
二

号
中
「
第
六
項
及
び
第
九
項
第
三
号
」
を
「
第
七
項
及
び
第
十
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、

同
条
第
五
項
か
ら
第
十
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

 

５ 

社
会
福
祉
法
人
は
、
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
の
記
載
に
当
た
つ
て
は
、
当
該
社
会
福
祉
法
人
が
行
う
社
会
福
祉

事
業
に
従
事
す
る
者
の
処
遇
に
つ
い
て
、
民
間
事
業
者
の
従
業
員
の
給
与
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
必
要
な
改
善
措
置

を
記
載
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
二
条
の
う
ち
社
会
福
祉
法
第
六
章
中
第
四
節
を
第
六
節
と
し
、
同
節
の
次
に
一
節
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
五
十
五

条
の
三
第
三
項
中
「
第
十
項
」
を
「
第
十
一
項
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
一
条
第
二
号
中
「
第
三
条
」
の
下
に
「
（
次
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
「
第
二
十
六
条
か
ら



 

 
 

 

二 

第
三
十
条
ま
で
」
を
「
第
二
十
八
条
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

三 
第
三
条
中
社
会
福
祉
施
設
職
員
等
退
職
手
当
共
済
法
第
二
条
の
改
正
規
定
及
び
同
法
第
十
八
条
の
改
正
規
定
並
び
に
附

則
第
二
十
六
条
、
第
二
十
七
条
、
第
二
十
九
条
及
び
第
三
十
条
の
規
定 

別
に
法
律
で
定
め
る
日 

 

附
則
第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
附
則
第
一
条
第
二
号
」
を
「
附
則
第
一
条
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
号
施

行
日
前
に
障
害
者
支
援
施
設
等
」
を
「
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
「
第
三
号
施
行
日
」
と
い
う
。
）

前
に
障
害
者
支
援
施
設
等
」
に
、
「
、
第
二
号
施
行
日
」
を
「
、
第
三
号
施
行
日
」
に
、
「
附
則
第
三
十
五
条
第
二
項
」
を
「
附

則
第
三
十
五
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
二
十
七
条
中
「
附
則
第
一
条
第
二
号
」
を
「
附
則
第
一
条
第
三
号
」
に
、
「
第
二
号
施
行
日
」
を
「
第
三
号
施
行
日
」

に
改
め
る
。 

 

附
則
第
二
十
九
条
中
「
第
二
号
施
行
日
」
を
「
第
三
号
施
行
日
」
に
、
「
附
則
第
一
条
第
二
号
」
を
「
附
則
第
一
条
第
三
号
」

に
改
め
る
。 

 

附
則
第
三
十
条
第
一
項
中
「
附
則
第
一
条
第
二
号
」
を
「
附
則
第
一
条
第
三
号
」
に
、
「
第
二
号
施
行
日
」
を
「
第
三
号
施

行
日
」
に
改
め
る
。 



 
 

 

三 

 
附
則
第
三
十
二
条
中
「
改
正
後
の
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
の
下
に
「
（
附
則
第
三

十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
「
改
正
後
の
平
成
十
九
年
一
部
改
正
法
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
る
。 

 

附
則
第
三
十
五
条
第
一
項
中
「
と
し
て
」
の
下
に
「
、
次
項
に
定
め
る
も
の
を
除
く
ほ
か
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
を
同
条

第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２ 

政
府
は
、
平
成
三
十
二
年
度
ま
で
に
、
改
正
後
の
平
成
十
九
年
一
部
改
正
法
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
社
会
福
祉

士
及
び
介
護
福
祉
士
法
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
単
に
「
改
正
後
の
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
」
と
い
う
。
）
の
施

行
の
状
況
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
者
の
処
遇
の
改
善
そ
の
他
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
者
を
取
り
巻
く
状
況
の

変
化
等
を
勘
案
し
、
改
正
後
の
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
第
四
十
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
に
至
っ
た
者
に
係
る
介
護
福
祉
士
と
な
る
資
格
の
取
得
に
関
す
る
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
改
正
後
の
平
成
十
九
年
一
部
改
正
法
第
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
准
介
護
福
祉
士
の
制
度
の

導
入
に
係
る
改
正
規
定
の
施
行
の
延
期
及
び
改
正
後
の
平
成
十
九
年
一
部
改
正
法
附
則
第
六
条
の
二
か
ら
第
六
条
の
四
ま
で

の
規
定
に
よ
る
介
護
福
祉
士
と
な
る
資
格
の
取
得
に
関
す
る
経
過
措
置
の
期
限
の
延
長
を
含
め
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の

と
す
る
。 





 
 

 

五 

 
 

 

本
修
正
の
結
果
必
要
と
す
る
経
費 

 

本
修
正
の
結
果
必
要
と
す
る
経
費
は
、
平
成
二
十
八
年
度
に
お
い
て
約
八
億
円
の
見
込
み
で
あ
る
。 


